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鷲見哲也（すみ　てつや）　1968年（昭和43年）　岐阜市生まれ

大同大学准教授（工学部建築学科土木・環境専攻）

専門は、水文学（すいもんがく）。

小学生時代に昭和51年安八豪雨災害を経験。

名古屋大学工学部土木工学科卒業、博士課程を経て、同大工学博士。名古屋大学講師等を経て現職。水循環や水災害に関する科目等を担当。
　名古屋大学在籍中に２０００年東海豪雨の調査・研究。
　近年はゲリラ豪雨災害など、中小河川の豪雨氾濫の災害時に現地に出かけ、調査を行なっている。

　東日本大震災以降、岩手県大槌町被災地に２０回以上通い、現地での津波氾濫・地盤沈下の調査などを実施。

　伊勢湾・濃尾平野においては、TNT協議会（東海ネーデルランド高潮・洪水対策協議会）のファシリテータとして活動しており、大型台風来襲時の高潮洪水の広域氾濫において国・県・市町村、ライフライン・インフラ等各種機関などが広域避難・対応をどのように連携して行うのかについて議論の整理に携わっている。

　また、先日の福田川周辺の豪雨においても、メディアにおいて海部地域が抱える水災害対応の背景について解説を行っている。

